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全
従
業
員
93
人
を
解
雇
、
清
算

業
務
に
移
る
。」
￤
と
あ
る
。
こ

の
頃
は
多
忙
を
極
め
て
い
た
の
で

新
聞
記
事
の
切
り
抜
き
も
無
く
、

記
憶
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
た
が
、

瞬
時
に
当
時
を
思
い
出
し
て
身
体

が
熱
く
な
っ
た
。

　
ニ
ホ
ン
フ
ラ
ッ
シ
ュ
（
小
松
島

市
）
は
６
月
12
日
、
東
証
一
部

に
上
場
し
た
。
二
部
上
場
は
平
成

20
年
２
月
だ
っ
た
。
６
月
27
日

開
か
れ
た
中
央
大
学
徳
島
白
門
会

総
会
で
高
橋
栄
二
社
長
が
記
念
講

演
を
し
、
次
の
よ
う
に
話
し
た
。

　
中
国
の
13
億
人
と
い
う
人
口

は
途
轍
も
な
く
大
き
い
。
よ
く
人

か
ら
次
の
進
出
先
と
し
て
ベ
ト
ナ

ム
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
ど
う
か
と
き

か
れ
る
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
口

は
７
千
万
人
位
。
自
社
工
場
の
あ

る
宜
春
市
は
５
百
50
万
人
、
市

を
含
む
構
成
だ
と
６
千
万
人
も
い

る
。
近
隣
諸
国
で
中
国
の
省
を
超

え
る
国
は
多
く
な
い
。
そ
れ
に
タ

イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
よ
う
な
暑

い
所
で
は
、
本
格
的
な
住
宅
の
需

要
は
少
な
い
、
つ
ま
り
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
小
さ
い
。

　
ニ
ホ
ン
フ
ラ
ッ
シ
ュ
は
今
年

10
月
に
創
業
50
周
年
を
迎
え
る
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
社
史
を
編
纂
中

で
筆
者
も
参
加
し
て
い
る
。
関
心

が
高
い
中
国
で
の
債
権
回
収
に
つ

い
て
高
橋
社
長
は
「
東
証
の
審
査

も
そ
こ
が
焦
点
だ
っ
た
が
、
商
慣

習
を
理
解
し
て
対
応
し
て
い
る
の

で
全
く
問
題
は
無
い
」
と
い
う
。

ま
た
、
チ
ャ
イ
ナ
リ
ス
ク
は
尖
閣

問
題
な
ど
で
は
な
く
、
工
場
団
地

で
爆
発
事
故
な
ど
が
起
き
る
と
突

然
規
制
が
変
わ
る
。
つ
ま
り
、
ど

こ
か
の
企
業
が
事
故
を
起
こ
す
と

他
社
も
連
帯
責
任
を
負
わ
さ
れ
る

事
だ
と
い
う
。

　
中
国
へ
進
出
し
た
企
業
が
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
い
る
中
で
、
優

秀
な
中
国
人
幹
部
と
出
会
い
、
一

部
上
場
に
ま
で
漕
ぎ
着
け
た
高
橋

社
長
に
声
援
を
送
り
た
い
。

　
６
月
27
日
付
け
徳
島
新
聞
に
、

徳
島
銀
行
生
涯
学
習
振
興
財
団
が

県
内
14
団
体
へ
２
百
20
万
５
千

円
の
助
成
金
を
贈
る
と
い
う
記
事

が
出
た
。
上
板
町
薬
草
協
会
や
勝

瑞
城
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
等
と

共
に
徳
島
剣
山
世
界
農
業
文
化
遺

産
支
援
協
議
会
も
助
成
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
助
成
と
合
わ
せ
て
、

支
援
協
議
会
の
存
在
が
認
知
さ
れ

た
こ
と
が
嬉
し
い
。

　
支
援
協
議
会
は
９
月
13
日
午

後
３
時
か
ら
、
徳
島
駅
西
の
ザ
・

グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
（
徳
島
市
寺
島

本
町
西
　
電
話088-626-1111

）

で
総
会
を
開
催
す
る
。
引
き
続
い

て
鳴
門
渦
潮
高
校
・
林
博
章
先
生

の
新
刊
本
「
剣
山
系
の
世
界
的
農

業
文
化
遺
産
」
の
出
版
記
念
パ
ー

テ
ィ
を
予
定
し
て
い
る
。
支
援
協

議
会
へ
も
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
へ

も
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
欲

し
い
。
参
加
希
望
者
は
支
援
協
議

会
事
務
局
（088-641-2651

）
へ

フ
ァ
ッ
ク
ス
す
る
か
、h

i
d
e
a
k
i
 

@md.pikara.ne.jp 

ま
で
メ
ー

ル
を
。
パ
ー
テ
ィ
会
費
は
本
代
込

み
で
１
万
円
。

　
徳
島
恵
キ
リ
ス
ト
教
会
（
松
茂

町
中
喜
来
群
恵
）
か
ら
話
が
あ
り
、

７
月
12
日
に
「
蜂
須
賀
桜
の
咲

く
バ
チ
カ
ン
を
訪
ね
て
」
と
い
う

演
題
で
講
演
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

直
前
に
南
沢
満
雄
牧
師
の
指
導
で
、

丸
２
時
間
か
け
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
用
に
百
枚
余
り
の
写
真
を
１
枚

ず
つ
整
理
し
た
。
午
前
中
は
ミ
サ

に
参
列
、
参
加
者
か
ら
「
キ
リ
ス

ト
の
復
活
は
ど
の
よ
う
に
証
明
す

る
の
か
」
と
い
う
真
面
目
な
質
問

も
あ
っ
た
。
私
は
昼
食
の
ば
ら
寿

司
を
楽
し
ん
だ
。
午
後
の
講
演
に

は
蜂
須
賀
桜
の
原
木
が
あ
る
原
田

家
住
宅
（
徳
島
市
内
）
を
管
理
し

て
い
る
小
倉
博
彦
さ
ん
等
た
く
さ

ん
の
方
が
聞
き
に
来
て
く
れ
た
。

ス
タ
ン
ト
ラ
ベ
ル
の
渡
邊
淳
三
さ

ん
も
参
加
し
て
く
れ
た
の
で
、
ト

ル
コ
や
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
、
ヴ
ェ
ニ

ス
の
建
物
な
ど
不
明
の
場
所
の
確

認
が
で
き
た
。

　
参
加
者
で
北
島
町
在
住
の
高
齢

婦
人
か
ら
と
ん
だ
目
に
会
っ
た
話

を
聞
い
た
。
７
月
２
日
、
町
内
を

散
歩
し
て
い
た
ら
年
配
の
女
性
か

ら
「
こ
れ
は
散
歩
中
に
摘
ん
だ
薬

草
で
す
。
お
し
た
し
に
し
た
ら
美

味
し
い
で
す
よ
」
と
一
束
を
貰
っ

た
。
早
速
、
料
理
し
て
一
口
食
べ

た
ら
38
度
以
上
に
発
熱
、
真
っ

黒
の
尿
が
出
た
。
医
者
に
診
て
も

ら
っ
た
が
良
く
判
ら
な
い
。
近
所

で
農
薬
散
布
を
し
て
い
た
の
で
、

残
留
農
薬
の
せ
い
で
な
い
か
と
推

定
し
て
い
が
、
意
図
的
だ
っ
た
ら

恐
ろ
し
い
。

　
狭
庭
に
植
え
た
孫
に
因
ん
だ
桃

の
木
に
た
く
さ
ん
の
実
が
な
り
、

20
個
に
袋
掛
け
を
し
て
あ
っ
と

こ
ろ
、
次
々
に
落
ち
、
残
っ
た
の

は
僅
か
６
個
。
落
ち
た
実
を
食
べ

て
み
る
と
そ
れ
な
り
に
桃
の
味
が

す
る
。
袋
の
掛
け
方
が
悪
か
っ
た

の
と
実
の
自
重
が
重
く
な
り
過
ぎ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
来
年
の
宿
題

が
で
き
た
。

労
働
契
約
法
と
の
関
係

社
会
保

険
と
の
関

係

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

成

功

す

る

起

業

家
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Ｓ

相
続
税
の
問
題
は
増
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
家
族
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
未
来
に

直
面
し
て
い
ま

す
。

桜
咲
く
バ
チ
カ
ン
報
告

最
　
　
後
　
　
に

幸

せ

の

タ

イ

プ

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

売
上
を
伸
ば
す
方
法

： ：

わ
が
国
の
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
方
針

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

※

目
標
管
理
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
鍵

自
社
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
形
成

㌧

展示の彫刻

朴の花

日
珖
と
実
休
と
村
詮

普
平
山
妙
興
寺

バ
チ
カ
ン
訪
問
記
放
映

弟
、
74
歳
で
死
す

横田ご夫妻が奉献した歌碑

トルコ･バチカンの話(筆者)

近
鉄
特
急
に
喫
煙
室

川
又
民
子
さ
ん
が
急
死

同集を出版した安曇さん

同席した和服の似合う美女たち

お
む
ろ

さ
ら

穴
吹
で
四
国
ビ
エ
撒
く

じ

ダ
イ
ゴ

近鉄特急の喫煙室

四国ビエの種まき(穴吹町渕名で)

ニ
ホ
ン
フ
ラ
一
部
上
場

支
援
協
議
会
へ
助
成
金

庭
の
モ
モ
が
色
付
く

不
気
味
な
出
来
事

庭で実ったモモ

イングリッシュローズの2番花

講演する高橋社長

出版パーティ予定の林博章先生


